
森林土木工事共通仕様書等（Ｒ７.10）の改定概要 

 

１ 基本事項 

林野庁の令和７年４月１日施行「森林整備保全事業工事標準仕様書」及び山形県県土整備部の令和７

年４月版「土木工事共通仕様書」・令和７年４月版「土木工事共通特記仕様書」に準拠し、森林土木工事

共通仕様書等を改定するものである。  

  ・共通仕様書、共通特記仕様書 

第１編 共通編 第１章 総則の内容は県土整備部版に準拠。 

第１編 共通編 第２章 材料 以降の内容は林野庁版に準拠。  

・森林土木工事施工管理基準  

林野庁版に準拠。 

・出来形管理基準  

林野庁版に準拠。 

・品質管理基準 

県土整備部版に準拠。 

・写真管理基準  

県土整備部版に準拠。 

 

２ 主な改定内容  

（１）共通仕様書  

第１編 共通編  

・「1-1-1-4 ワンデーレスポンス」条文を追加 

・「1-1-1-10 工事用地等の使用」2 追記 

・「1-1-1-13 施工体制台帳の提出」4 条項を修正 

・「1-1-1-22 建設副産物 」3 4 6 条項修正、5 7 8 9 受領書の交付等を追記 

・「1-1-1-24 工事完成図書の納品」2 3 修正 

・「1-1-1-35  工事中の安全確保」1 追記 

・「1-1-1-41  交通安全整理」5 14 諸基準類の改定に伴う修正 

・「1-1-1-43  諸法令の遵守」諸基準類の改定に伴う修正 

・「1-1-1-49 保険の付保及び事故の補償」6 追記 

・「1-1-1-50  提出書類」1 様式集について追記 

第２編 材料編 

・「2-2-6-3  混和材料」5 諸基準類の改定に伴う修正 

・「2-2-6-4  コンクリート用水」1 文言修正 

第３編 森林土木工事共通編 

・「3-3-4-4 材料の計量及び練混ぜ」2 修正 

・「3-3-5-9 養生」2 表 修正 

・「3-3-6-3 加工」3 諸基準類の改定に伴う修正 



・「3-3-8-2 施工」3 修正 

・「3-3-9-3 養生」5 表 修正 

・「3-3-11-2  施工」7 9 修正 

・「3-4-2-1 適用すべき諸基準」諸基準類の改定に伴う修正 

・「3-4-3-12  プレキャストセグメント主桁組立工」2 諸基準類の改定に伴う修正 

第４編 治山防潮工編（省略） 

第５編 渓間工・山腹工編 

・「5-3-2-1 適用すべき諸基準」諸基準類の改定に伴う修正 

・「5-3-5-4 コンクリート治山ダム本体工」3 追記 

第６編 林道編 

・「6-2-2-1 適用すべき諸基準」改定に伴う修正 

・「6-3-2-1 適用すべき諸基準」改定に伴う修正 

・「6-4-2-1 適用すべき諸基準」改定に伴う修正 

 

（２）共通特記仕様書 

・「1-1-1-2  主任技術者 2」諸基準類の改定に伴う修正 

・「1-1-1-3  監理技術者 2 3」諸基準類の改定に伴う修正 

・「1-1-1-4  現場代理人 1 2」諸基準類の改定に伴う修正、追記 

・「1-1-1-5  配置技術者等の適格性及び専任制等の確認」2 諸基準類の改定に伴う修正 

・「1-1-1-16  提出書類の様式」様式集について追記 

 

（３）森林土木工事施工管理基準等 

森林土木工事施工管理基準  

改定なし 

出来形管理基準  

・全般「３次元計測技術を用いた出来形管理に関する記載を追加、修正 

  ・「3-2-1-6-2  掘削工 (面管理の場合)」修正 追記 

  ・「3-4-14-2-2  植生工 (面管理の場合)」追加 

  ・「3-4-14-4-3  法枠工 (面管理の場合)」追加 

  ・「5-5-13-1-2  伏工 (面管理の場合)」追加 

品質管理基準 

・全般 諸基準類の改定に伴う修正 

写真管理基準  

・全般 諸基準類の改定に伴う修正 

 

（４） 共通 

   文言が適切になるよう修正 


